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5. むすび

任意の入射方向と偏波をもっ平面波の多層格子による散乱問題

へ， ハイブリッド・トレフツ有限要素法を拡張し， 定式化および

数値解析を行った． 他の解析法との計算結果の比較から， 本手法

(b) f.d = 3.5 

Frequency dependence of relative powers for perfect 

レフツ要素で分割することにより， 従来の有限要素を直接適用す

るよりも最終的に解く行列方程式の次元数を大幅に低減できるこ

とを磁認し， 本手法の有用性を示した．
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また， 各層の聞の 一様均質領域をそれぞれト
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(a) f.d = 1.0
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の妥当性を示した．
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